
BLSO (Basic Life Support in Obstetrics)  at 町立中標津病院 
 

ALSO(Advanced Life Support in Obstetrics)は米国家庭医療学会が1993年に正式に採用した分娩に関わる医療 チームに対する、

最新エビデンスに基づいた安全なお産のための講習会です。心肺蘇生講習会ACLS(日本では ICLS)の産婦人科版に相当するものです。

全米では、ほとんどの分娩施設で分娩に関わる医療関係者にALSOを受講することを義務付けています。また、そのプログラムは世界でも

高く評価され、これまで米国を含め50カ国以上で採用されてきました。海外では主に産婦人科医や家庭医、助産師の養成のためにALSO

が利用されています。 

2008年に金沢大学の周生期医療専門医養成支援プログラムグループが、米国家庭医療学会から日本でのALSO セミナー運営権

を取得し、2009年11月に日本で初めてのプロバイダーコース、インストラクターコースを開催し、2010 年よりALSO-Japan 事業をNPO法人

周生期医療支援機構が運営を行うことになりました。20１３年、町立中標津病院でもコースを開催しました。 

今回は、町立中標津病院において、お産に関わりが少ない医療者及び救急隊員を対象とした ALSO の産科救急基礎コースである

BLSO(Basic Life Support in Obstetrics)コースを開催します。BLSO は交通事故などの妊婦	 外傷を含む病院前の産科救急的対処を強

調しており、特に産科救急に突然遭遇する可能性がある救急医、救急ナース、そして救急救命士を対象とした教育コースです。

コースは一日で、少人数グループによる正常分娩、分娩第 3期の処置、肩甲難産、産後大出血の対処、新生児の処置・蘇生法の

重要ワークショップを行います。受講後に筆記試験とマネキンによる実技試験を行い、試験に合格した場合、参加者は	 A A F P 

と	 ALSO-Japan が認定する 5年	 間有効の認証を受けることができます。	 	 

	 	 	 今回は定員に達しましたので、すでに募集を締め切らせていただきました。	 

	 

  BLSO コース 

開催日時 平成 26 年 6 月 13 日(金) 8:30〜17:00 

開催場所 町立中標津病院 2 階講堂 （北海道標津郡中標津町西 10 条南９丁目１−１） 

募集人数 １８名 （主に妊婦外傷等、病院前産科救急に携わる医師、看護師、救急救命士等） 

参加費用 １８，０００円 

E メールでお申し込み下さい。 申込の際は次の項目を明記して下さい 

   ①氏名 

   ②かな氏名 

   ③ローマ字氏名 

   ④所属（病院名、科名など） 

   ⑤職種（研修医の方は研修医○年目と記入） 

   ⑥所属先電話番号 

   ⑦所属先住所 

   ⑧連絡先電話番号（携帯など） 

   ⑨PC メールアドレス（送付書類のダウンロード閲覧可能なパソコンのアドレス） 

申込 E メールアドレス：0834kimura@nakashibetsu.jp 

            

申込方法        

                

※受講か決定し

た場合は、受講

者本人かインター

ネットを通して、

受講登録や資料

閲覧ダウンロード

か必要となりま

す。 

申込期間： 平成２６年４月末日（応募者多数の場合は根室管内からの参加者を優先し

ます） 

主催・共催  主催：町立中標津病院   共催：根室北部消防事務組合／根室市外三郡医師会 

     

         問合せ先：町立中標津病院 管理課長 木村 実   Tel: 0153-72-8200  Fax:0153-73-5398 



	 	 	 	 	 	 	 スケジュール	 	 

	 

	 

	 	 	 	 	 	 町立中標津病院へのアクセス	 

 

	 

	 

      中標津―札幌（千歳）線	 1日3便運航 

      中標津―東京（羽田）線	 1日1便運航 

 


